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[はじめに] 差動位相シフト量子鍵配送(DPS-QKD)に対して

は、連続クリック攻撃(SQA）が最も強力とされている[1]。

これに対し我々は、有限線幅の光源を用いたシステムでは

必ずしもそうではないことを報告した[2]。今回これを再検

討し[3]、結果を更新したので報告する。 

[レーザ光を用いたDPS-QKDに対する SQA] SQAでは、DPS

信号を USD(Unambiguous State Discrimination)測定し、その

結果に基づいて連続パルスを再送する。USD 測定にあたっ

ては信号光の搬送波位相を知っておく必要があるが、レー

ザ光は位相が変動するため、搬送波位相を抽出したうえで

USD 測定を行うことになる。この際、光源線幅に依存して

抽出誤差が生じ、USD測定に誤り発生→SQA 盗聴能力低下

→DPS-QKD システム性能向上、となる。本報告では、この

USD 誤り率の導出過程を見直し、より実際の状況に近いも

のとした。 

[計算結果] 図 1 に位相抽出誤差の確率分布（平均光子数

0.2/pls）、図 2に USD の誤り率と識別確率、のシミュレーシ

ョン結果を示す。位相抽出誤差のため識別誤りが起こる様

子が示されている。図 3は伝送距離に対する秘密鍵生成率、

図 4 は光源線幅に対する伝送距離である（パルス周波数

=1GHz、up-conv.検出器を想定）。比較のため、図 4 には一

般個別攻撃及び遅延干渉計を用いたSQAについての結果も

示してある。SQAが最強ではないことが示されている。 
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